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厚生労働省が策定した「高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル」は、加齢に伴う身体機能の低下（視

力・聴力・筋力など）による労働災害を防ぎ、高齢者が持つ豊富な知識や経験を活かせる環境を整えるための

指針です。  

  

主な要約ポイントは以下の通りです。 

 

1. 職場環境の物理的改善 

加齢による感覚や体力の変化を補うための工夫が推奨されています。  

 

・視覚・聴覚への配慮: 照明を明るくする、文字を大きく太くする、アラーム音の周波数を調整するなど。 

・移動・動作の安全性: 段差の解消（バリアフリー化）、手すりの設置、床の滑り止め対策。 

・温度・湿度管理: 身体の温度調節機能の低下に配慮し、空調や休憩場所を適切に管理。  

 

2. 作業方法・内容の見直し 

身体への負担を軽減し、ミスを防ぐための改善事項です。  

 

・身体的負荷の軽減: 重い物を持つ作業の自動化、無理な姿勢での作業の回避、適度な休憩時間の確保。 

・情報処理のサポート: 複雑な工程の簡素化、操作ミスの起こりにくいインターフェースの採用。 

・柔軟な働き方: 体力や体調に合わせた勤務時間の調整や職務配置の最適化。 

 

3. 健康保持・安全教育 

事故を未然に防ぐためのソフト面の対策です。  

 

・安全衛生教育: 加齢によるリスクを本人と周囲が理解し、安全な動作を再確認する。 

・健康診断・相談: 定期的なチェックに加え、個人の能力や体調を考慮したコミュニケーションを行う。 

・多世代間の協力: 若手労働者との役割分担を明確にし、高齢者が「せき立てられて判断する」状況を避ける。  

 

4. 改善の進め方 

マニュアルでは、現場の課題を洗い出すためのチェックリストの活用が推奨されています。  

 

１．現状把握: チェックリストを使って、自社の危険箇所や不便な点を特定する。 

２．計画（Plan）: 優先順位をつけて改善策を立てる。 

３．実行（Do）と評価（Check）: 対策を実施し、その効果を確認しながら継続的に活動を続ける。 

 

より詳細なチェック項目については、厚生労働省の公式資料や、労働者健康安全機構が提供するマニュアル解

説ページで確認できます。 


